
平成２８年度行政評価結果 

 

１．はじめに 

平成２８年度行政評価結果は、第５次総合計画前期基本計画に掲載する３８施策の

平成２８年度末現在での達成状況と、施策を構成する事業の概要をまとめたものです。 

各施策及び施策を構成する事業を評価し、目標や課題、今後の方向性等を施策毎に

とりまとめて公表することで、市議会や市民のみなさまに第５次総合計画の進捗状況

や総合計画の推進に向けた市の取組みについての理解を深めていただくこと、透明な

行政運営を実現することを目的として作成しました。 

 

 

２．行政評価とは 

施策や事業に目標を設定し、その達成度の向上をめざして、限られた資源（人・モ

ノ・カネ）や情報の有効活用を図る仕組みです。評価を通じて成果重視・コスト意識

など、職員の意識改革を図るとともに、部局間の情報共有を進め、市民に対しても説

明責任を果たすことをめざします。 

 

平成２８年度決算では、以下の３つの評価を実施し、平成３０年度予算編成に向け

た施策の選択と集中や事務改善の基礎資料とします。 

 

○ 予算書、決算書上の事業（大事業）に対する「事業評価」 

○ 第５次総合計画の３８施策に対する「施策評価」 

○ 市内部で実施した施策評価を外部の視点で検証する「外部評価※」 

※河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価を含む（H29.10 実施予定） 
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平成２８年度行政評価結果の見方 

 

第５次総合計画の体系別、担当部課別で評価シートを参照することができます。 

 

１．第５次総合計画の施策一覧から探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施策について、「施策評価の結果（施策評価シート）」、「施策実現のための事業

一覧（事業一覧）」、「事業評価の結果（事業評価シート）」をご覧になれます。それ

ぞれ、施策名称の右側のリンクをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５次総合計画の各
施策に対する評価 

各施策を構成す
る事業の一覧 

各事業に対
する評価 



２．担当部課一覧から探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各課が所管する事業の評価結果（事業評価シート）をご覧になれます。事業名称

をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

各事業に対す
る評価 



３．施策評価シートの見方 

 

 

第５次総合計画前期基本計画の施策番
号及び施策名称を記載しています。 

 

施策目標の達成のために、現
状とめざす姿との差、今後取
り組んでいくべき課題につい
て記載しています。 

施策を実施することで１０年後（平成３
７年度）にめざす姿を記載しています。 

 

各指標の状況（目標に到達でき
ているか等）を記載しています。 
 

住みよさ指標の増減に関す
る、担当部局での分析結果、
考え方を記載しています。 

施策の目標を指標化しています。 
「当初」欄には、総合計画作成時の
数値を記載しています。 

平成２８年度中の取組みも含
め、過去からの中長期的な取
組み状況を記載しています。 

上記の課題を解決するため、
今後、施策をどのように展開
し、構成する事業を改善する
かを検討し、その方向性を記
載しています。 

施策を構成する主要な事業の
平成２８年度中の実施状況と、
施策の目標達成に貢献した内
容等を記載しています。 

平成２８年度末現在での施策
の達成度を、住みよさ指標の
状況や、めざす姿に対する現
状からＡ～Ｅの５段階で評価
しています。 



○施策評価の基準 

【指標の評価】 

住みよさ指標が目標値に到達しているか等について、以下のとおり４段階で評価

しています。 

区分 評価基準 

○ 目標値に到達している場合 

↗ 目標値には到達していないが、上昇傾向である場合（目標に向かっ

ている） 

→ 目標値に到達しておらず、横ばいである場合 

↘ 目標値に到達しておらず、減少傾向である場合（目標から遠ざかっ

ている） 

 

 

【総合評価】 

平成２８年度末現在での施策の達成度を、以下のとおり５段階で評価しています。 

区分 評価基準 

Ａ 指標の目標値を全て達成し、達成度は予定以上の水準である 

Ｂ 指標の目標値を概ね達成し、めざす姿実現に向け順調に進んでい

る 

Ｃ 一部指標は目標値を達成し、めざす姿実現に向け成果が表れつつ

ある 

Ｄ 目標水準にほぼ到達している指標もあるが、全体として遅れ気味

である 

Ｅ 指標は全て目標値に到達しておらず、成果がみられない 

 

 

 



４．施策実現のための事業一覧の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策を構成する
事業の名称を記
載しています。 

事業を「何のために（目的）」、
「誰に対して（対象者）」、「何
をするか（事業の概要）」を記
載しています。 

事業の平成２８年度予算額（当
初予算）及び決算額（単位千円）
を記載しています。 

事業の所管課を
記載しています。 

事業評価におけ
る事業の「今後
の方向性」を記
載しています。 

決算書及び決算成果報告書の
掲載ページを記載しています。 



○事業評価の基準 

【今後の方向性】 

平成２８年度の事業の実施結果に対する評価を踏まえた、次年度以降の方向性を

記載しています。 

区分 評価基準 

拡充 資源を追加投入するなど、今後さらに事業規模の拡大やサー

ビス水準の向上を図る方針の場合 

現状維持 現在の事業規模・サービス水準を維持する方針の場合 

 

改善 実施主体・手法の見直し、事務改善などを予定している場合 

 

縮小 他の事業より優先度が低い事業等で、可能な限り成果を維持

しながら、投入する資源量の削減を図る方針の場合 

完了・廃止 事業の目的を達成した、必要性が低下した等の理由により、

事業を終了する方針の場合 

 

 

 

 


